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人口　42，353人　　男　20，213人　　女　22，140人　　16，048世帯（6月1日現在）�
�

淡 路 花 博 �

「洲本市」の日�「洲本市」の日�
－ 5月19日－�

　淡路花博「ジャパンフローラ２０００」のふれあいステ

ージで５月１９日、「洲本市の日」が開催され、「おまあ

や」や「淡路島踊り」が披露されました。また、ふれあい

ステージ隣では、市の名産品の物産展が行われました。次

回の「洲本市の日」は７月１６日に行われる予定です。�
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健
康
相
談
・
介
護
相
談
に
応
じ
ま
す�

　情報通信基盤として、平成8年度から整備を進めてきた

ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）システムは、今年の4月から、

市内全域でテレビ放送が視聴できるようになりました。�

併せて、緊急告知放送システム、ＣＡＴＶ電話システムも

利用できるようになっています。�

　このＣＡＴＶ電話システムを生かした新たな福祉サービ

スとして、このたび「テレビ電話」による相談業務を開始

しました。�

　今月号では、テレビ電話サービスについて、紹介します。�
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い
ま
行
わ
れ
て
い
る�

あ
ん
し
ん
サ
ー
ビ
ス�

顔
を
見
て�

　
　
安
心
感�

機
　
器
・
無
償
貸
与�

通
話
料
・
無
　
　
料�

５月号広報＝４ページ（右下）に掲載した介護保険料の記事のなかで次のとおり誤りがありましたので、�
お詫びして訂正します。（誤）40～60歳の介護保険料  → （正）40～65歳未満の介護保険料�

〔お詫びと訂正〕�

　
高
齢
化
、
少
子
化
が
進
む
に�

つ
れ
て
、
介
護
の
問
題
は
、
老�

後
の
も
っ
と
も
大
き
な
不
安
要�

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、�

実
際
に
介
護
を
行
っ
て
い
る
人�

に
と
っ
て
も
、
家
族
だ
け
で
介�

護
を
行
う
に
は
負
担
が
大
き
く
、�

困
難
な
現
実
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す�

る
た
め
、
新
し
い
社
会
保
険
制�

度
と
し
て
「
介
護
保
険
制
度
」�

が
つ
く
ら
れ
、
四
月
か
ら
運
用�

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
制
度
は
、
介
護
を
必
要�

と
さ
れ
る
本
人
や
家
族
の
負
担�

を
、
社
会
全
体
で
支
え
あ
い
、�

利
用
者
の
希
望
に
応
じ
た
総
合�

的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る�

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
介
護
保
険
制
度
が�

で
き
た
と
は
い
え
、
老
齢
夫
婦�

や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の�

人
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
た
、
そ�

う
い
う
人
た
ち
と
住
居
を
別
に�

し
て
い
る
家
族
に
と
っ
て
は
、�

必
ず
し
も
不
安
が
解
消
さ
れ
た�

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
よ
う
な
不
安
を
少
し
で�

も
解
消
し
、
高
齢
者
の
安
否
確�

認
な
ど
の
方
法
と
し
て
、
市
で�

は
現
在
、
次
の
よ
う
な
事
業
を�

実
施
し
て
い
ま
す
。�

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業�

　
　
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
貸
与�

　
市
が
定
め
る
条
件
に
あ
て
は�

ま
る
在
宅
高
齢
者
の
人
な
ど
に
、�

無
線
発
報
機（
ペ
ン
ダ
ン
ト
）を

貸
与
し
、
対
象
者
が
緊
急
時
に

通
報
し
た
場
合
、
緊
急
通
報
セ

ン
タ
ー
（
淡
路
広
域
消
防
事
務

組
合
）
や
近
隣
の
協
力
者
の
連

携
で
、
支
援
が
行
わ
れ
る
も
の
。�

・
福
祉
電
話
貸
与
事
業�

　
　
福
祉
電
話
の
貸
与�

　
市
が
定
め
る
条
件
に
あ
て
は�

ま
る
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
身�

体
障
害
者
の
人
な
ど
に
、
電
話�

を
貸
与
し
、
安
否
確
認
や
相
談
、�

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
。�

・
愛
の
一
声
運
動�

　
　
ヤ
ク
ル
ト
の
毎
日
配
達
に

　
　
よ
る
安
否
確
認�

　
市
全
域
に
は
情
報
通
信
基
盤�

と
し
て
、
双
方
向
機
能
を
も
っ�

た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
が
張
り�

巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
四
月
か
ら�

は
市
内
全
域
で
、
テ
レ
ビ
放
送�

の
視
聴
と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
が
利�

用
で
き
る
（
た
だ
し
、
加
入
者�

間
ど
う
し
）
よ
う
に
な
っ
て
い�

ま
す
。�

　
こ
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
シ
ス
テ�

ム
を
生
か
し
て
、
本
年
度
か
ら�

新
た
に
、
「
テ
レ
ビ
電
話
」
に�

よ
る
相
談
業
務
を
始
め
ま
し
た
。�

　
健
康
福
祉
館
内
に
あ
る

”洲�

本
市
立
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ�

ー
“
と
テ
レ
ビ
電
話
を
設
置
し�

て
い
る
高
齢
者
宅
な
ど
と
を
結�

び
、
お
互
い
に
テ
レ
ビ
画
面
で�

顔
を
見
な
が
ら
、
健
康
相
談
や�

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
情
報�

な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
に
応
じ�

ま
す
。�

　
そ
し
て
、
将
来
は
、
実
績
な�

ど
を
検
証
し
な
が
ら
、
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
定
期
的
に
声

を
か
け
る
シ
ス
テ
ム
や
、
対
象

世
帯
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。�

　
相
談
業
務
に
は
、
在
宅
介
護�

支
援
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
す
る
二�

名
の
職
員
が
あ
た
り
、
夜
間
と

土
・
日
・
祝
日
な
ど
健
康
福
祉

館
が
休
み
の
日
は
社
会
福
祉
法

人
に
委
託
し
、
二
十
四
時
間
体

制
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。�

　
相
手
の
顔
が
テ
レ
ビ
画
面
に�

映
し
出
さ
れ
、
お
互
い
に
顔
を�

見
な
が
ら
会
話
の
で
き
る
こ
の�

サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
の
ひ
と
り�

暮
ら
し
の
人
た
ち
な
ど
に
と
っ

て
は
、
不
安
解
消
の
一
助
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
テ
レ
ビ
電
話
を
設
置
す
る
要�

件
を
、
概
ね
次
の
と
お
り
想
定�

し
て
い
ま
す
。�

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
加
入
し
て
い
る�

　
世
帯
ま
た
は
、
加
入
で
き
る�

　
世
帯�

・
簡
単
な
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
操�

　
作
が
で
き
る
介
護
保
険
制
度�

　
に
お
け
る
要
支
援
か
ら
要
介�

　
護
２
ぐ
ら
い
ま
で
の
高
齢
者�

　
た
だ
し
、
当
分
の
間
は
、
七�

十
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、

介
護
保
険
制
度
の
要
支
援
以
上

の
認
定
を
受
け
た
五
十
世
帯
を

対
象
に
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

実
施
し
ま
す
。�

　
機
器
（
テ
レ
ビ
電
話
）
に
つ�

い
て
は
、
市
が
対
象
者
に
無
償�

で
貸
与
し
ま
す
。
ま
た
、
通
話�

料
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
を
利
用�

す
る
た
め
、
無
料
と
な
り
ま
す
。�

　
現
在
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
加
入
し�

て
い
な
い
人
で
も
、
テ
レ
ビ
電�

話
の
設
置
要
件
に
あ
て
は
ま
る�

場
合
は
、
取
り
付
け
る
こ
と
が�

で
き
ま
す
。�

　
な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
加
入�

に
当
っ
て
は
、
各
種
減
免
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ

と
は
、健
康
福
祉
館
内
の「
介
護

福
祉
課
」
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）�

五
十
世
帯
が
対
象�

�

品 川 　 一 さん�
（炬　口）�

（上内膳）�

　娘が近くにいますが、�

ひとり暮らしは、夜が不�

安ですので、このテレビ�

電話は助かりますね。設�

置希望についてのお知ら�

せをいただいて、早速申�

し込みました。�

武田うめのさん�

　ひとり暮らしなので、�

画面に相手の人の顔が見�

えると、安心します。�

　夜中などに困った時、�

利用させていただきます。�

電話をかけるだけなので、�

思っていたより簡単です�

ね。�

�

　初めての試みなので、�

色々な面で検討しなけれ�

ばなりませんが、利用者�

の皆さんに喜んでいただ�

けるサービスに努めたい�

と思います。介護の相談�

など、大いにご利用くだ�

さい。�

市立在宅介護支援センター�
所長　原　はる子さん（右）�
社会福祉士�
　　 河 上 和 弘さん（左）�

・
・
・�

はじめ�
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新都心ゾーン�

シンボル軸（いわた通り）�

商業軸（本町商店街）　　（内通商店街）�

商
業
軸
（
塩
屋
筋
）�

商
業
軸
（
堀
端
筋
）�

歴史文化軸�

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
軸
（
海
岸
通
り
）�

大
浜
海
岸�

洲本港�

中心市街地の4つの都市軸�

　
か
つ
て
市
の
中
心
部
と
し
て
栄
え
た
市
街
地
の
空
洞
化
が
全�

国
的
な
傾
向
と
し
て
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
中
心
市
街�

地
で
も
、
集
客
力
や
商
業
機
能
の
低
下
な
ど
同
様
の
傾
向
が
見�

ら
れ
ま
す
。�

　
今
回
、
市
や
地
元
商
店
街
な
ど
が
昔
の
賑
い
を
取
り
戻
そ
う�

と
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
る
概
要
に
つ�

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
郊
外
型
の
大
型
店
舗
の
増
加�

や
消
費
者
動
行
の
変
化
な
ど
に�

よ
り
、
市
中
心
部
の
居
住
人
口�

の
減
少
や
商
店
街
の
空
き
店
舗�

化
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま�

す
。
こ
の
よ
う
に
、
空
洞
化
の�

進
行
し
て
い
る
中
心
市
街
地
の�

活
性
化
を
図
る
た
め
、
平
成
十�

年
七
月
「
中
心
市
街
地
に
お
け�

る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商�

業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進�

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ�

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
地
域�

の
創
意
や
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し�

「
市
街
地
の
整
備
改
善
」
「
商�

業
等
の
活
性
化
」
を
柱
と
し
て
、�

総
合
的
、
一
体
的
に
ま
ち
づ
く�

り
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の�

で
す
。�

　
洲
本
市
で
は
、
平
成
十
年
五�

月
か
ら
洲
本
商
工
会
議
所
市
街�

�

地
活
性
化
委
員
会
と
共
に
、
こ�

の
法
律
に
定
め
る
中
心
市
街
地�

を
旧
松
の
内
地
区
（
内
町
・
外�

町
）
約
百
五
十
　
と
定
め
、
具�

体
的
な
中
心
市
街
地
の
活
性
化�

方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
し�

て
、
行
政
が
受
け
持
つ
整
備
改�

善
計
画
と
市
街
地
商
店
街
の
商�

業
の
活
性
化
計
画
を「
洲
本
市
中�

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」�

と
し
て
ま
と
め
、
平
成
十
年
十�

二
月
に
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
基
本
方
針
は
、
中
心
市�

街
地
を
シ
ン
ボ
ル
軸
・
商
業
軸�

・
歴
史
文
化
軸
・
ウ
ォ
ー
タ
ー�

フ
ロ
ン
ト
軸
の
四
つ
の
都
市
軸�

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軸
に
対�

し
て
地
区
の
特
性
を
生
か
し
た�

整
備
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。�

　
ま
た
、
事
業
の
核
の
一
つ
と�

な
る
の
は
、
製
販
一
体
型
施
設�

�

「
職
人
工
房
ア
ル
チ
ザ
ン
・
ス�

ク
エ
ア（
仮
称
）」
。
旧
カ
ネ
ボ�

ウ
綿
糸
工
場
跡
の
ボ
イ
ラ
ー
室�

の
レ
ン
ガ
壁
を
利
用
し
、
真
珠�

核
や
陶
磁
器
、
ガ
ラ
ス
細
工
な�

ど
の
製
造
販
売
と
体
験
工
房
室�

が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
（
来�

春
完
成
予
定
）
。�

▽
シ
ン
ボ
ル
軸
　
い
わ
た
通
り�

を
シ
ン
ボ
ル
軸
と
し
て
位
置
づ�

け
、
本
市
の
顔
と
な
る
シ
ン
ボ�

ル
性
豊
か
な
沿
道
景
観
な
ど
の�

整
備
を
図
り
ま
す
。�

▽
商
業
軸
　
本
町
商
店
街
（
外�

通
線
）、内
通
商
店
街（
内
通
線
）、�

堀
端
筋
、
塩
屋
筋
を
延
長
し
た�

道
路
沿
道
を
商
業
軸
と
し
て
位�

置
づ
け
、
既
存
商
店
街
の
活
性�

化
を
図
る
と
と
も
に
、
賑
わ
い�

の
軸
と
し
て
の
機
能
形
成
を
目�

指
し
ま
す
。
ま
た
、
新
都
心
ゾ�

ー
ン
の
大
型
商
業
施
設
と
の
ネ�

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
り
ま
す
。�

▽
歴
史
文
化
軸
　
洲
本
城
周
辺�

や
下
屋
敷
、
寺
町
を
歴
史
文
化�

軸
と
し
て
整
備
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
▽
ウ
ォ
ー
タ�

　
　
　
　
　
　
　
ー
フ
ロ
ン
ト�

　
　
　
　
　
　
　
軸
　
炬
口
漁�

　
　
　
　
　
　
　
港
か
ら
洲
本�

　
　
　
　
　
　
　
川
河
口
、
大�

　
　
　
　
　
　
　
浜
海
岸
に
至�

　
　
　
　
　
　
　
る
区
間
を
、�

　
　
　
　
　
　
　
海
に
親
し
む�

　
　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
フ
ロ
ン
ト
軸�

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
親�

　
　
　
　
　
　
　
水
性
や
景
観�

　
　
　
　
　
　
　
を
重
視
し
た�

　
　
　
　
　
　
　
沿
道
整
備
を�

　
　
　
　
　
　
　
図
り
ま
す
。�

　
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
　
Ｍ
ａ�

ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｏ
ｒ
ｇ�

ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
は
、�

ま
ち
づ
く
り
を
運
営
・
管
理
す�

る
機
関
の
こ
と
で
す
。
中
心
市�

街
地
全
域
を
一
つ
の
シ
ョ
ッ
ピ�

ン
グ
・
モ
ー
ル
と
見
立
て
、
業�

種
の
構
成
、
店
舗
・
テ
ナ
ン
ト�

の
配
置
、
基
盤
整
備
と
ソ
フ
ト�

事
業
な
ど
を
総
合
的
に
調
整
し
、�

計
画
的
な
整
備
を
推
進
し
ま
す
。�

本
市
で
は
本
年
五
月
、
洲
本
商�

工
会
議
所
が
主
体
と
な
り
設
立�

さ
れ
た
「
洲
本
市
街
地
活
性
化�

セ
ン
タ
ー
」
が
Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
、�

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の�

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま�

す
。�

　
活
性
化
策
の
基
本
計
画
と
な�

る
の
が
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
（
中
小
小�

売
商
業
高
度
化
事
業
構
想
）
で
、�

本
市
で
は
洲
本
市
街
地
活
性
化�

セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
が
、「
洲�

本
市
商
業
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ�

ン
ト
計
画
」
と
し
て
本
年
四
月�

に
ま
と
め
ま
し
た
。
市
は
、
こ�

の
内
容
が
市
の
基
本
計
画
の
内�

容
に
照
ら
し
適
切
と
認
め
た
た�

め
五
月
十
七
日
、
中
心
市
街
地�

活
性
化
法
に
基
づ
く
認
定
を
行�

い
ま
し
た
。
こ
の
認
定
を
受
け�

て
洲
本
市
街
地
活
性
化
セ
ン
タ�

ー
で
は
、
本
格
的
に
事
業
を
推�

進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
事
業�

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
助
成�

金
の
ほ
か
、
無
利
子
融
資
や
税�

制
措
置
な
ど
多
く
の
支
援
が
受�

け
ら
れ
ま
す
。�

　
計
画
で
は
、
大
型
店
増
床
に�

係
る
市
内
商
業
者
の
出
店
問
題�

も
円
満
な
解
決
が
な
さ
れ
た
こ�

と
か
ら
、
大
型
店
や
職
人
工
房�

の
あ
る
新
都
心
と
オ
ー
ル
ド
タ�

ウ
ン
（
旧
城
下
町
）
の
共
存
、�

歩
い
て
楽
し
い
街
づ
く
り
な
ど�

を
理
念
に
、
商
業
活
性
化
の
た�

め
の
事
業
を
行
う
内
容
と
な
っ�

て
い
ま
す
。�

　
洲
本
温
泉
の
外
湯
計
画
、
洲�

本
市
に
伝
わ
る
柴
右
衛
門
タ
ヌ�

キ
の
民
話
を
も
と
に
し
た
「
八�

狸（
や
だ
ぬ
き
）」
に
よ
る
市
街�

地
の
回
遊
促
進
が
計
画
さ
れ
て�

い
ま
す
。
ま
た
、
買
い
物
客
の�

憩
い
の
場
と
な
る
「
街
角
さ
ろ�

ん
」の
設
置
や
市
民
ト
イ
レ（
も�

て
な
し
の
ま
ち
づ
く
り
）
な
ど�

は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
ま�

す
。
そ
の
外
計
画
さ
れ
て
い
る�

事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

ヘ
ク�

タ
ー
ル�

中
心
市
街
地
の
賑
い
を
再
び�

Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
は�

Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
ま
と
ま
る�
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商業の活性化のために行われる事業�
　本町５６商店街アーケード改修事業①�

　本町５６商店街ファサード整備事業①�

　本町７丁目商店街アーケード改修・カラー舗装事業②�

　本町８丁目商店街アーケード改修事業③�

　塩屋筋商店街アーケード改修事業④�

　内通商店街街路灯整備事業／内町駐車場整備事業⑤�

　堀端筋商店街歩道整備（カラー舗装、街路灯、ファサード整備�

　　事業）⑥�

　空き店舗等活用事業（テナントミックス事業）�

　外湯プロジェクト�

　まちなか拠点と宿泊施設整備�

　物産館プロジェクト�

　本町５６商店街共同施設整備�

　もてなしのまちづくり事業・市民トイレ整備事業（整備中）�

　ふれあい創造の場・街角さろん事業（整備済）�

　光の街プロジェクト　イベント事業�

　中心市街地サイン整備事業�

　コミュニティバス運行事業�

　国生み神話ゆかりのまちづくり事業�

　柴右衛門狸ほか洲本の八狸（やだぬき）によるまちおこし事業�

　商店街情報化対策事業�

　観光案内・うまいもの屋マップ整備事業�

　情報産業育成事業�

　タウンミーティング事業�

市街地の整備改善のための事業�
　物部曲田塩屋線街路整備事業�
　塩屋１、２号線道路整備事業⑦�
　ウォーキングトレイル事業・公民館線�
　ウォーキングトレイル事業・三熊山線�
　電線類地中化事業・物部曲田塩屋線�
　電線類地中化事業・洲本南淡線�
　堀端筋歩道整備事業⑩�
　洲本川親水ゾーン整備事業�
　市民広場公園整備事業⑧�

都市型新産業育成のための事業�
　製造販売一体型施設整備事業⑨�
　「職人工房アルチザン・スクエア（仮称）」�
　地域農畜水産物販路拡大事業�

その他の事業�
　マルチメディア街中にぎわい創出事業（整備済）�
　洲本地方合同庁舎の整備事業（塩屋緑地）⑪�
　市民ギャラリー整備事業�
　情報産業整備事業�

中心市街地活性化の核となる「職人工房」の完成イメージ図�

9

8

6

1

１０�

4

2
3

5

7

１１�
洲本バス�
センター�

図書館�

６月５日、健康福祉館で「タウンフォー�
ラム」が行われました。�

ふれあい創造の場・街角さろん事業�

かわいらしくデザイン化された�
洲本の八狸�

健康福祉館�
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資
源
ご
み
と
し
て
回
収
す
る�

の
は
、
①
ア
ル
ミ
缶
　
②
ス
チ�

ー
ル
缶
　
③
び
ん（
無
色
）

④

び
ん
（
茶
色
）
　
⑤
び
ん
（
無�

色
か
茶
色
以
外
）
⑥
ペ
ッ
ト
ボ�

ト
ル
の
六
種
類
で
す
。�

　
飲
み
か
す
や
残
量
が
な
い
こ�

と
を
確
認
し
て
、必
ず
水
で
軽
く�

す
す
い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
対
象
は
、
ア
ル
ミ
製
と
ス
チ�

ー
ル
製
の
飲
料
缶
で
す
。
リ
サ�

イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、
ス
チ
ー
ル�

缶
は
建
設
資
材
な
ど
に
、
ア
ル�

ミ
缶
は
新
し
い
ア
ル
ミ
缶
や
車�

の
エ
ン
ジ
ン
な
ど
に
生
ま
れ
変�

わ
り
ま
す
。
缶
の
ボ
デ
ィ
に
記�

載
さ
れ
て
い
る
「
ス
チ
ー
ル
」�

「
ア
ル
ミ
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ�

ー
ク
を
目
印
に
分
別
し
て
出
し�

て
く
だ
さ
い
。�

　
飲
料
用
、
食
品
用
の
び
ん
類�

�
に
限
り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
び
ん
は�

新
し
い
び
ん
を
作
る
原
料
に
な�

っ
た
り
、
道
路
舗
装
や
建
築
材�

料
に
な
っ
た
り
し
て
リ
サ
イ
ク�

ル
さ
れ
ま
す
。
ガ
ラ
ス
製
以
外�

の
ふ
た
は
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
割
れ
た
び
ん
は
、
危�

険
で
す
の
で
入
れ
な
い
で
く
だ�

さ
い
。
（
ビ
ー
ル
び
ん
や
一
升�

び
ん
な
ど
繰
り
返
し
使
用
さ
れ�

る
び
ん
は
、
お
店
へ
返
し
て
く�

だ
さ
い
）�

　
飲
料
用
、
酒
類
用
、
し
ょ
う�

油
用
の
ボ
ト
ル
と
し
て
利
用
さ�

れ
て
い
る
も
の
を
回
収
し
ま
す
。�

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、
文
房�

具
や
包
装
材
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど�

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
ほ
か
、�

シ
ャ
ツ
や
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
衣�

類
に
も
再
生
さ
れ
ま
す
。�

ふ
た
は
材
質
が
違
い
ま
す
の
で
、�

は
ず
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
毎
月
第
四
木
曜
日
が
回
収
日�

で
す
。
回
収
日
の
午
前
七
時
か�

ら
正
午
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ�

い
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン�

タ
ー
「
み
つ
あ
い
館
」
で
は
、�

常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
た�

だ
し
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）�

と　き　毎月第4木曜日�

ところ　中央公民館など�
　　　　市内9か所�

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
の
た
め
、
平
成
六
年
七
月
か
ら
「
指
定�

ご
み
袋
」
に
よ
る
ご
み
収
集
を
開
始
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
み
つ
あ
い
館
」
（
平
成
八�

年
完
成
）
で
は
、
新
聞
や
雑
誌
、
缶
類
な
ど
の
資
源
ご
み
の
回
収
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
推
進
す
る
た
め
、
七
月
か
ら
び
ん
や
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を�

市
内
九
か
所
で
回
収
し
ま
す
。�

　
ガ
ラ
ス
び
ん
や
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
新
し
い
製
品
に
生
ま�

れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
の
ご
み
と
一
緒
に
し
な
い
で
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、�

資
源
ご
み
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
持
ち
込
み
の
た
め
の
袋
類
に
つ
い
て
は
、
特
に
指
定
し
ま
せ
ん
）
。�

回
収
す
る
資
源
ご
み
は
6
種
類�

■
缶
　
　
類�

■
び
ん
類�

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル�

回
収
日

�

12年� 13年�
月�

回
収
日�

7月�8月�9月�１０月�１１月�１２月�1月�2月�3月�

アルミ缶�スチール缶�ペットボトル�

び
ん
（
無
色
）�

び
ん
（
茶
色
）�

び
ん
（
無
色
と
茶
色
以
外
）�

「おへそ」が�
　あります�

キャップを外し、軽くすすいで水切りして�
ください�

毎月第４木曜日が回収日です（来年３月までの回収日）�

飲料用、酒類用、しょう油用のペットボ�
トルのみを回収します�

ボトルの回収�

拠点回収を行う資源ごみ�
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回
収
場
所�

　
市
内
の
九
か
所
で
回
収
し
ま�

す
。
回
収
場
所
に
は
、
回
収
ボ�

ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の�

で
、
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
ボ
ッ�

ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。�

古紙類の集団回収にご協力を�
�

　現代社会は物質的に大変豊かになり、私たちは便利で快
適な生活を送っています。しかし、その反面、大量に捨て
られるごみによって、大切な資源が無駄遣いされ、地球環
境も汚染されています。�
　これからは、不要になったものも、ごみにしないで再利
用する時代です。�

中央公民館�

リサイクルセンター「みつあい館」�

物部コミュニティ消防センター�

千草公民館�

加茂コミュニティ消防センター�

大野コミュニティ消防センター�

中川原公民館�

安乎公民館�

由良支所�

山手三丁目３－２�

栄町四丁目３－２８�

上物部二丁目３－１１�

千草甲２２１－７�

下内膳８－１�

大野１２３－６�

中川原町中川原９０７�

安乎町中田１１－２�

由良二丁目６－１９�

　新聞紙や段ボール、雑誌類などは、地域

の集団回収をご利用ください。�

　そのほか、市ではごみ減量化推進のため、

生ゴミ処理機等設置助成の制度もあります。�

容器包装リサイクル法�

　正式名称は「容器包装に係る分別収集及

び再商品化の促進等に関する法律」。びん

や缶、紙、プラスチックなどの容器包装材

のリサイクルについて、消費者、市町村、

事業所の役割を次のように定めています。�

　　消費者　分別収集への協力�

　　市町村　分別収集�

　　事業所　再商品化�

家電リサイクル法�

　来年四月からテレビ、冷蔵庫、洗濯機、

エアコンについて、製造メーカー・小売店

・消費者が協力して製品をリサイクルする

ことを義務付けています。不用になったテ

レビなどは家電小売店などに引き渡し、リ

サイクルに必要な費用を消費者に負担して

いただくことになります。�

▽
�

▽
�

▽
�

ペットボトルを再利用した花びんや小物入れ�

図書館ではリサイクルの本などもそろえ�
ています。�

アイデアで楽しいリサイクルを�

7月から缶・びん・ペット

を始めます�
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　梅雨期に入り、これから本格的な雨のシーズンを迎�

えます。大雨や台風による暴風雨などは、各地で大き�

な被害をもたらします。これらの災害発生が予測され�

る時、市では災害対策（警戒）本部を設置、気象情報�

を収集し、県や消防など防災機関と連絡を取りながら�

被害が最小限になるよう努めます。市民の皆さんも、�

日ごろから災害が発生した場合の対策や避難場所など�

を家族全員で確かめておきましょう。市内の避難場所�

は次のとおりです。�

　詳しくは、市役所総務部総務課（☎２２・３３２１�

内線２２６）へ。�

電話欄で○印は、使用可能です。�

自主避難される場合は、事前に市役所総務課（☎２２・３３２１）まで連絡してください。�

��

▽
▽
�

名    　　　　　称� 場    　所� 電話番号�

福祉会館�

洲本第二小学校�

青少年センター�

小路谷公会堂�

健康福祉館�

市民会館�

洲本市役所�

洲本中央公民館�

洲本保育所�

外町コミュニティー消防センター�

洲本第一小学校�

洲浜中学校�

コミュニティープラザ塩屋会館�

炬口公民館�

母子生活支援センター�

デイサービスセンターうしお�

市民体育館（スポーツセンター）�

青雲中学校�

洲本第三小学校�

安心コミュニティーセンター本村会館�

物部コミュニティー消防センター�

仲津コミュニティープラザ�

安心コミュニティープラザ仲山水公会堂�

千草公民館�

千草保育所�

大野小学校�

大野コミュニティー消防センター�

大野公民館�

コミュニティープラザ宇原公館�

安心コミュニティープラザ戎ヶ丘会館　　　　�

加茂小学校�

加茂コミュニティー消防センター�

上加茂公会堂（安心コミュニティープラザ）�

桑間会館�

下加茂会館�

中川原小学校�

中川原中学校�

安坂集会所�

中川原公民館�

安心コミュニティープラザ二ツ石公会堂�

三木田コミュニティープラザ�

安乎小学校�

安乎中学校�

安乎公民館�

安心コミュニティープラザ浜公会堂�

直田コミュニティープラザ�

安心コミュニティープラザ中田公会堂�

安心コミュニティープラザ古宮公会堂�

安心コミュニティープラザ南公会堂�

納会館�

鮎屋多目的集会所�

由良小学校�

由良中学校 �

由良支所�

由良公民館�

天川クラブ�

内田コミュニティープラザ�

上灘小学校�

畑田分校�

避 難 場 所 一 覧 表 �避 難 場 所 一 覧 表 �

名    　　　　　称� 場    　所� 電話番号�

ＮＴＴ� ＣＡＴＶ�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

３２�

３３�

３４�

３５�

３６�

３７�

３８�

３９�

４０�

４１�

４２�

４３�

４４�

４５�

４６�

４７�

４８�

４９�

５０�

５１�

５２�

５３�

５４�

５５�

５６�

５７�

５８�

５９�

10月�
設置予定�

11月�
設置予定�

11月�
設置予定�

11月�
設置予定�

11月�
設置予定�

11月�
設置予定�

7月�
設置予定�

山手２丁目�

山手２丁目�

山手１丁目�

小　路　谷�

港 １ 番 地�

本町３丁目�

本町３丁目�

山手３丁目�

栄町３丁目�

栄町４丁目�

宇山１丁目�

塩屋２丁目�

塩　　　屋�

炬口１丁目�

炬口２丁目�

炬口２丁目�

物部３丁目�

物部３丁目�

物部１丁目�

物部１丁目�

上物部２丁目�

津　　　田�

上物部１丁目�

千　　　草�

千　　　草�

大　　　野�

大　　　野�

大　　　野�

宇　　　原�

宇　　　原�

２６－００２２�

２２－２６３１�

２２－４５４７�

２４－２１９８�

２２－３３２１�

２２－１３１５�

２２－３３２１�

２２－１２８０�

２２－０８６３�

２２－３３９７�

２２－４４７４�

２２－２４６１�

２４－２８４４�

２２－６６４７�

２２－０２０９�

２５－５１６１�

２２－６６３４�

２２－２６２７�

２２－２５３１�

２４－６５５４�

２２－２６５６�

２４－３９８１�

２４－６６３３�

２３－０５１６�

２２－６６００�

２２－０７１１�

２３－２１２５�

２４－３６０２�

２４－５３２４�

２４－３９５５�

下　内　膳�

下　内　膳�

上　加　茂�

桑間１丁目�

下　加　茂�

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

中 川 原 町 �

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

安　乎　町�

　　納�

鮎　　　屋�

由良３丁目�

由　　　良�

由　　　良�

由　　　良�

由良町天川�

由良町内田�

上　　　灘�

上　　　灘�

�

２２－０７１０�

２３－０７４７�

２３－００５３�

２２－１２８２�

２３－１９３４�

２８－０１１８�

２８－００２３�

２８－０４７６�

２８－１０２４�

２８－１６８８�

１８－１２４８�

２８－００１２�

２８－００１１�

２８－０００７�

２８－１６６８�

１８－０６５３�

１８－０５７０�

１８－０５４１�

１８－０６９５�

２４－２８３０�

２４－０８０１�

２７－００４９�

２７－０１２２�

２７－１２２１�

２７－２１６７�

２７－１３６５�

２７－２２４１�

２９－０１０７�

２９－００８７�

「豊かなむらを災害から守る月間」です�
�

「豊かなむらを災害から守る月間」です�
�

▼
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　ケーブルテレビの加入世帯は５月末現在、１１，０００�

件を越え、加入率も約７０　となりました。この内、�

約８割の人がケーブル電話を設置し利用しています。�

　市では、ＣＡＴＶ公衆電話の設置やテレビ電話での�

福祉事業（２～３　参照）など、さらにサービスの充�

実を行っていきます。�

�
由良・上灘地区の皆さんへ�
　ケーブルテレビ加入申し込み特別減免期間は、６月�

３０日までです。この期間を過ぎると加入金が必要で�

す。まだ、ケーブルテレビに加入していない人は、早�

めに申し込みをお願いします。�

インターネットサービス 6月スタート�
　ＣＡＴＶを活用したインターネット実験サービスを�

６月から始めています。毎月２，５００円の利用料金で�

電話料は不要です。�

　詳しくは、市役所企画部情報課へお問い合わせ下さ�

い（☎２２・３３２１）。�
�
電話帳を作製します�
　ケーブル電話加入者の電話帳を作製し、皆さんの家�

庭に配布します（１１月予定）。また、ＣＡＴＶ公衆電話�

を順次設置していきます。なお、５月末現在、市の施設な�

どでケーブル電話が利用できる施設は次のとおりです。�

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

ペー�
ジ�

パー�
セント�

ＣＡＴＶ電話が設置されている主な市の施設�
名　　　　称� 電話番号� 名　　　　称� 電話番号� 名　　　　称� 電話番号�

市　　　役　　　所�

由 　 良 　 支 　 所�

安　乎　連　絡　所�

中 川 原 連 絡 所�

上　灘　出　張　所�

情報交流センター�

健　康　福　祉　館�

エ ト ワ ー ル 生 石�

総 合 福 祉 会 館�

由良総合福祉センター�

訪問看護ステーション�

休日等応急診療所�

デイサービスセンターうしお�

洲　本　保　育　所�

中 川 原 保 育 所�

安　乎　保　育　所�

由　良　保　育　所�

由 良 南 保 育 所�

桑 　 間 　 会 　 館�

�

２２－３３２１�

２７－１２２１�

２８－０００７�

２８－１０２４�

２９－０１１１�

２６－０６６６�

２２－３３２１�

２５－７０３３�

２６－００２２�

２７－０１４６�

２６－０５５４�

２４－６３４０�

２５－５１６１�

２２－０８６３�

２８－０１２０�

２８－０１７３�

２７－００７９�

２７－０５３０�

２２－１２８２�

�

安　坂　集　会　所�

リサイクルセンターみつあい館�

洲 本 中 央 公 民 館�

由　良　公　民　館�

中 川 原 公 民 館�

安　乎　公　民　館�

加　茂　公　民　館�

大　野　公　民　館�

千　草　公　民　館�

淡 路 文 化 史 料 館�

スポーツセンター�

陸　上　競　技　場�

野　　　球　　　場�

青 少 年 セ ン タ ー�

洲　本　幼　稚　園�

第　一　幼　稚　園�

第　三　幼　稚　園�

加　茂　幼　稚　園�

大　野　幼　稚　園�

�

２８－０４７６�

２６－１１５３�

２２－１２８０�

２７－２１６７�

２８－１０２４�

２８－０００７�

２４－４７８３�

２４－３６０２�

２３－０５１６�

２４－３３３１�

２２－６６３４�

２３－１７１６�

２２－６７９２�

２２－４５４７�

２２－１２１２�

２４－１０３７�

２２－２１８３�

２２－９２４４�

２２－３５４０�

�

洲 本 第 一 小 学 校�

洲 本 第 二 小 学 校�

洲 本 第 三 小 学 校�

加　茂　小　学　校�

大　野　小　学　校�

上　灘　小　学　校�

畑 　 田 　 分 　 校�

中　津　川　分　校�

由　良　小　学　校�

中 川 原 小 学 校�

安　乎　小　学　校�

洲　浜　中　学　校�

青　雲　中　学　校�

由　良　中　学　校�

中 川 原 中 学 校�

安　乎　中　学　校�

淡路島テレビジョン�

�

２２－４４７４�

２２－２６３１�

２２－２５３１�

２２－０７１０�

２２－０７１１�

２９－０１０７�

２９－００８７�

１８－１３８４�

２７－００４９�

２８－０１１８�

２８－００１２�

２２－２４６１�

２２－２６２７�

２７－０１２２�

２８－００２３�

２８－００１１�

２５－２５２５�

▼
�



１０�

健
康
福
祉
館
だ
よ
り
③

問
い
合
せ
先�

健
康
福
祉
部
健
康
課�

☎
２２
・
3
3
2
1

１０�

成＝成人病健診�
　　問診、身体計測、理学的検査、血圧測定�
　　尿検査、血液検査、心電図検査、眼底検査�
町＝町ぐるみ健診�
　　農協と共同で行う健診。�
　　検査内容は成人病健診と同じです。�
胃＝胃がん検診�
　　問診、胃部Ｘ線撮影�
肺＝肺がん検診�
　　肺結核検診を兼ねています。問診、胸部Ｘ線撮影�
　　喀痰検査（ハイリスク者）�
大＝大腸がん検診�
　　便潜血反応検査、問診�

成人病などの集団検診日程表�
と　き� と　　こ　　ろ� �内　容�

７月３１日（月）�

８月　１日（火）�

２日（水）�

３日（木）�

４日（金）�

５日（土）�

２１日（月）�

２２日（火）�

２３日（水）�

２４日（木）�

２５日（金）�

安乎中学校�

中川原コミュニティーセンター�

大野小学校�

千草公民館�

加茂小学校�

由良公民館�

健康福祉館�

健康福祉館�

スポーツセンター�

洲浜中学校�

健康福祉館�

検 診 時 間�
　町・成健診　９：００～１５：００（受付１４：３０まで）�

　肺がん検診　９：００～１５：００（受付１４：３０まで）�

　胃がん検診　９：００～１２：００（受付１１：３０まで）�

　大腸がん検診　９：００～１５：００（受付１４：３０まで）�

　
乳
幼
児
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反�

応
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
次
の
日
程�

で
行
い
ま
す
。�

　
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
受
け�

て
く
だ
さ
い
。�

�

　
洲
本
市
休
日
等
応
急
診
療
所�

（
健
康
福
祉
館
内
）
で
は
、
日�

曜
日
や
祝
日
な
ど
の
診
療
日
に�

加
え
て
、
四
月
一
日
か
ら
土
曜�

日
の
午
後
も
診
療
し
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
六
月
一
日
か
ら
診�

療
日
を
拡
大
し
、
医
療
機
関
が�

休
み
と
な
る
こ
と
が
多
い
木
曜�

日
午
後
の
診
療
を
始
め
て
い
ま�

す
。
Ｘ
線
撮
影
装
置
な
ど
設
備�

も
充
実
し
、
応
急
的
治
療
体
制�

を
整
え
て
い
ま
す
。�

■
対
象
児
　
生
後
三
か
月
以
上�

　
四
歳
未
満
で
、
一
回
も
接
種�

　
を
受
け
て
い
な
い
子
供
。�

■
実
施
時
間
　
午
後
二
時
か
ら�

　
二
時
三
十
分
ま
で
。�

　
健
康
に
つ
い
て
の
知
識
と
理�

解
を
深
め
、
健
康
な
毎
日
が
お�

く
れ
る
よ
う
「
第
二
十
一
回
健�

康
大
学
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
洲
本
市
医
師
会
、
洲
本
市
歯�

科
医
師
会
の
医
師
の
ほ
か
、
多�

彩
な
講
師
陣
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門�

分
野
で
分
か
り
や
す
く
講
義
し�

ま
す
の
で
気
軽
に
受
講
で
き
ま�

す
。�

■
と
　
き
　
七
月
一
日
（土）
〜
十�

�

　
月
上
旬
、
毎
週
土
曜
日
、
午�

　
後
二
〜
四
時�

■
と
こ
ろ
　
健
康
福
祉
館�

■
受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
ま�

　
た
は
勤
務
し
て
い
る
十
八
歳�

　
以
上
の
人�

■
受
講
料
　
千
円�

■
募
集
定
員
　
五
十
人
程
度�

■
申
　
込
　
六
月
二
十
六
日
（月）�
��

　
ま
で
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。�

集
団
健
診
な
ど
の�

　
お
知
ら
せ�

�あ
な
た
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う�

7
月
３１
日
か
ら
成
人
病
な
ど�

の
集
団
健
診
が
始
ま
り
ま
す�

7
月
３１
日
か
ら
成
人
病
な
ど�

の
集
団
健
診
が
始
ま
り
ま
す�

■
胃
が
ん
検
診（
予
約
が
必
要
）�

▽
検
診
料
　
六
百
円�

▽
検
診
当
日
は
起
床
時
か
ら
朝�

食
・
飲
み
物
・
薬
な
ど
一
切
飲�

食
物
は
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

■
肺
が
ん
検
診（
予
約
が
必
要
）�

　
肺
結
核
検
診
を
兼
ね
て
実
施�

し
ま
す
。�

▽
検
診
料
　
二
百
円
（
喀
痰
検�

査
は
別
に
五
百
円
が
必
要
）�

■
大
腸
が
ん
検
診�

▽
検
診
料
　
五
百
円�

▽
便
採
取
容
器
を
渡
し
ま
す
。�

■
申
　
込�

　
予
約
は
七
月
三
日
か
ら
受
け�

付
け
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
を�

受
診
さ
れ
る
人
は
受
診
希
望
日�

の
三
日
前
ま
で
に
市
保
健
セ
ン�

タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

ま
た
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診�

を
受
診
さ
れ
る
人
は
、
時
間
を�

指
定
し
ま
す
の
で
受
診
希
望
日
、�

時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

民
で
、
七
十
歳
以
上
の
人
は
無�

料
で
す
。
お
気
軽
に
受
診
し
て�

く
だ
さ
い
。�

■
成
人
病
健
診
・
町
ぐ
る
み
健�

診�▽
健
診
料
　
千
三
百
円�

�

　
市
で
は
、
集
団
健
診
や
農
協�

と
共
同
で
の
町
ぐ
る
み
健
診
、�

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん�

検
診
な
ど
を
市
内
各
地
域
で
毎�

年
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
対
象
者
は
四
十
歳
以
上
の
市�

�

　
健
康
福
祉
部
健
康
課
は
「
医
療
係
」
と
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」�

か
ら
な
り
、
市
民
の
健
康
増
進
や
老
人
保
健
、
福
祉
医
療
を
担�

当
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
健
康
課
か
ら
、
集
団
健
診
や�

老
人
保
健
負
担
金
の
減
額
申
請
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

乳
幼
児
結
核
検
診
を
行
い
ま
す�

健
康
大
学
受
講
生
募
集

�

町ぐるみ健診�

胃がん検診�

肺がん検診�

大腸がん検診�

成人病健診�

胃がん検診�

肺がん検診�

大腸がん検診�

がん検診
は�

予　約　
を�

がん検診
は�

予　約　
を�

休
日
等�

応

急

診

療

所

�

診
療
日
が
さ
ら
に
拡
大�

木
曜
日
・
午
後
も
診
療�

休日等応急診療所の診察時間�

■☎２４・６３４０�

診　　療　　日� 診　療　時　間�

日曜日・祝日�

８月１５日�

１２月３１日～１月３日�

木曜日�

土曜日�

午前９時～午後１０時�

受付は午後９時３０分まで�

午後１時～午後１０時�

受付は午後９時３０分まで�

△
△
△
△
△
�

対 象 地 区 �
ツベルクリン反応�判定・ＢＣＧ�
実施月日�実施場所�実施月日�実施場所�

栄町・小路谷�

海岸通・山手�

本町・下加茂�

宇山・塩屋�

炬口�

上物部・津田�

桑間・上加茂�

上内膳・下内膳�

奥畑・納�

新村・池田�

池内・大野�

宇原・金屋�

前平・木戸・鮎屋�

由良・上灘�

物部・千草�

安乎・中川原�

６月２６日�
（月）�

７月　５日�
（水）�

７月１０日�
（月）�

７月２４日�
（月）�

７月１７日（月）�

健康福祉館�

健康福祉館�

健康福祉館�

由良公民館�

健康福祉館�

６月２８日�
（水）�

７月　７日�
（金）�

７月１２日�
（水）�

７月２６日�
（水）�

７月１９日（水）�

健康福祉館�

健康福祉館�

健康福祉館�

由良公民館�

健康福祉館�



１１�

�������������

　
老
人
医
療
や
障
害
者
医
療
、�

乳
幼
児
医
療
な
ど
の
福
祉
医
療�

受
給
者
証
を
七
月
一
日
か
ら
更�

　
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、�

食
中
毒
の
発
生
が
最
も
多
く
な�

る
時
期
で
す
。
食
中
毒
は
、
細�

菌
が
食
物
に
付
着
し
、
そ
の
食�

物
の
中
で
大
量
に
増
殖
し
、
そ�

れ
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起�

こ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
食
中�

毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
菌
を�

「
付
け
な
い
」
「
増
や
さ
な
い
」�

そ
れ
に
「
菌
を
殺
す
」
が
大
原�

則
に
な
り
ま
す
。�

��

　
調
理
を
始
め
る
前
に
、
使
う�

���������

　
洲
本
市
と
洲
本
警
察
署
、
洲�

本
交
通
安
全
協
会
で
は
、
「
交�

通
事
故
」
を
な
く
す
た
め
、
昨�

年
度
に
引
き
続
き
交
通
安
全
川�

柳
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。�

��

■
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、�

　
交
通
安
全
川
柳
、
住
所
、
氏�

　
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書�

　
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
優
秀
作
品
に
は
、
市
長
賞
、�

　
警
察
署
長
賞
、
交
通
安
全
協�

　
会
長
賞
を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、�

　
入
選
作
品
は
広
報
す
も
と
で�

　
紹
介
し
ま
す
。�

■
応
募
期
間
　
八
月
三
十
一
日�

　
（木）
ま
で
。�

■
応
募
先
　
〒
６
５
６
―
８
６�

　
８
６
　
洲
本
市
役
所
　
市
民�

　
生
活
部
市
民
課
　
交
通
安
全�

　
川
柳
係�

����

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用�

バ
ス
借
上
げ
料
の
半
額
（
日
帰�

り
は
五
万
円
、
島
外
で
宿
泊
す�

る
一
泊
二
日
は
、
十
万
円
が
限�

度
）
を
助
成
す
る
「
走
る
県
民�

教
室
」
の
利
用
者
を
募
集
し
て�

い
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
県
民
局
県�

民
課（
☎
２
２
・
３
５
４
１
）へ
。�

�����

■
と
　
き
　
七
月
五
日
（水）
、
午�

　
後
一
時
〜
五
時�

■
と
こ
ろ
　
洲
本
総
合
庁
舎
中�

　
会
議
室�

■
相
談
員
　
淡
路
労
働
基
準
監�

　
督
署
、
洲
本
公
共
職
業
安
定�

　
所
、
淡
路
県
民
局
が
合
同
で�

　
相
談
に
応
じ
ま
す
。
費
用
は�

　
無
料
で
す
。
ま
た
、
電
話
に�

　
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す�

　
（
専
用
電
話
２
２
・
３
６
０�

　
１
）�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
県
民
局
労�

　
政
課（
☎
２
２
・
３
５
４
１
）�

　
へ
。�

����

　
六
月
議
会
が
六
月
一
日
か
ら�

九
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、�

今
回
「
議
会
だ
よ
り
」
は
発
行�

し
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

福
祉
医
療
受
給
者
証
を�

更
新
し
ま
す�

老
人
保
健
負
担
金�

減
額
申
請
の
手
続
き
は�

　
　
　
お
済
み
で
す
か�

新
し
ま
す
（
老
人
保
健
法
の
医�

療
受
給
者
証
は
除
く
）。該
当
者�

に
は
受
給
者
証
を
六
月
末
ま
で�

に
郵
送
し
ま
す
が
、
高
齢
の
身�

体
障
害
者
や
母
子
家
庭
な
ど
に�

は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の�

で
、
六
月
末
ま
で
に
健
康
課
で�

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

����

　
老
人
保
健
法
の
医
療
受
給
者�

で
、
本
年
度
の
市
民
税
非
課
税�

世
帯
の
人
は
、
負
担
金
減
額
申�

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
さ�

れ
る
と
入
院
時
の
食
事
代
な
ど�

が
減
額
さ
れ
ま
す
。�

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
健�

康
保
険
証
　
▽
老
人
保
健
医
療�

受
給
者
証
　
▽
印
鑑
　
▽
過
去�

一
年
間
で
九
十
日
以
上
入
院
さ�

れ
た
人
は
、
九
十
日
以
上
の
入�

院
費
の
領
収
書�

���

■
七
月
二
十
一
日
（金）�

▽
午
前
十
時
〜
正
午�

　
洲
本
郵
便
局�

▽
午
後
一
時
半
〜
三
時
半�

　
関
西
電
力
（株）
淡
路
営
業
所�

予
防
の
原
則
は�

菌
を
付
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
殺
す�

■
菌
を
付
け
な
い
〜
洗
う
〜�

野
菜
や
調
理
器
具
を
洗
う
こ
と�

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
一
番
の�

基
本
は
手
を
洗
う
こ
と
。
指
輪�

や
時
計
を
は
ず
し
、
石
け
ん
を�

泡
立
て
て
、
指
の
間
ま
で
丁
寧�

に
洗
い
ま
し
ょ
う
。�

���

　
細
菌
を
食
物
の
中
で
増
や
さ�

な
い
た
め
の
方
法
は
、
冷
蔵
庫�

や
冷
凍
庫
で
の
低
温
保
存
。
ほ�

と
ん
ど
の
細
菌
は
室
温
（
摂
氏�

二
〇
度
ぐ
ら
い
）
で
は
活
発
に�

■
菌
を
増
や
さ
な
い�

　
　
　
　
〜
低
温
保
存
〜�

増
殖
し
ま
す
が
、
摂
氏
一
〇
度�

以
下
で
は
増
殖
の
ス
ピ
ー
ド
が�

遅
く
な
り
、
〇
度
以
下
で
は
活�

動
を
停
止
し
ま
す
。
と
い
っ
て�

も
、
細
菌
が
死
滅
す
る
わ
け
で�

は
な
い
の
で
、
冷
蔵
庫
な
ど
を�

過
信
せ
ず
、
早
め
に
食
べ
き
る�

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

��

　
ほ
と
ん
ど
の
細
菌
は
、
高
温�

で
死
滅
し
ま
す
の
で
、
し
っ
か�

り
加
熱
調
理
す
る
こ
と
も
食
中�

毒
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
目�

安
は
、
中
心
部
の
温
度
が
七
五�

度
以
上
で
一
分
以
上
加
熱
す
る�

こ
と
で
す
。
中
心
部
ま
で
き
ち�

ん
と
火
が
通
る
よ
う
に
注
意
し�

て
調
理
し
ま
し
ょ
う
。�

■
菌
を
殺
す
〜
加
熱
処
理
〜�

交
通
安
全
川
柳�

　
　
な
ど
を
募
集�

交
通
安
全
川
柳
募
集�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト�

　
　
無
料
レ
ン
タ
ル�

夜
光
タ
ス
キ
の�

　
　
無
料
配
布�

が
四
月
一
日
か
ら
義
務
化
さ
れ�

て
い
ま
す
。
警
察
庁
な
ど
の
調�

べ
に
よ
る
と
、
自
動
車
乗
車
中�

の
交
通
事
故
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ�

ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
子
供
の�

致
死
率
は
、
着
用
し
て
い
な
か�

っ
た
場
合
の
約
九
分
の
一
と
い�

う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。�

■
連
絡
先
　
洲
本
交
通
安
全
協�

会
婦
人
部
（
☎
２
２
・
１
５
７�

８
）�

����

■
応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、�

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話�

　
番
号
を
書
い
て
、
申
し
込
ん�

　
で
く
だ
さ
い
（
往
復
は
が
き�

　
一
枚
に
一
人
の
み
有
効
）。�

■
申
込
期
間
　
七
月
三
十
一
日�

　
（月）
ま
で
。�

■
配
布
日
　
十
月
上
旬�

■
申
込
先
　
〒
６
５
６
―
０
０�

　
２
４
　
山
手
二
丁
目
一
番
三�

　
号
　
洲
本
交
通
安
全
協
会�

�����

　
県
で
は
、
県
内
の
高
齢
者
や�

女
性
な
ど
地
域
の
団
体
が
、
貸�

し
切
り
バ
ス
を
利
用
し
て
淡
路�

花
博
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２�

０
０
０
」
を
見
学
し
た
場
合
、�

� 「
走
る
県
民
教
室�

　
　
（
花
博
枠
）」�

　
　
　
の
ご
利
用
を�

労
働
な
ん
で
も�

　
　
相
談
開
設

�

洲
本
市
議
会
か
ら
の�

　
　
お
知
ら
せ

�

食
中
毒
が
増
え
は
じ
め
る
季
節
で
す�

食
中
毒
が
増
え
は
じ
め
る
季
節
で
す�

献
血
日
程�

お
気
軽
に
相
談
を�

交
通
事
故
の
な
い�

明
る
い
社
会
の�

　
　
　
　
た
め
に�
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洲
本
市
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
派
遣
さ
れ
て�

臨
床
心
理
士

　
杉
　
山
　
祥
　
子�

　
文
部
省
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ�

ラ
ー
活
用
調
査
研
究
事
業
に
よ�

り
洲
本
市
へ
派
遣
さ
れ
て
五
年�

目
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
か�

ら
は
洲
本
市
委
託
の
ス
ク
ー
ル�

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
仕
事�

も
加
わ
り
、
四
月
か
ら
週
に
二�

日
、
高
速
バ
ス
で
明
石
海
峡
大�

橋
を
渡
っ
て
行
き
来
を
し
て
お�

り
ま
す
。
冬
は
、
ま
だ
暗
い
朝�

に
家
を
出
る
代
わ
り
に
、
車
窓�

に
海
の
小
さ
な
さ
ざ
め
き
に
日�

の
出
が
映
じ
る
光
景
を
な
が
め
、�

夏
は
、
帰
路
に
夕
日
が
沈
む
様�

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
幸
運
に�

恵
ま
れ
ま
す
。�

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と�

し
て
初
め
て
学
校
に
入
っ
た
こ�

ろ
、
新
参
の
大
人
を
ま
っ
す
ぐ�

に
見
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
目�

が
、
こ
と
の
外
新
鮮
で
感
動
的�

で
し
た
。
そ
れ
に
は
、
こ
れ
か�

ら
始
ま
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ�

ラ
ー
と
し
て
の
自
分
自
身
が
ど�

う
映
っ
て
い
く
の
か
と
身
が
引�

き
締
ま
る
思
い
と
、
一
方
ホ
ッ�

と
す
る
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
心
理
学
の
臨
床
の
分
野
は
、�

専
門
知
識
だ
け
で
は
成
り
立
た�

ず
、臨
床
心
理
士
と
し
て
の「
五�

感
」
（
い
わ
ゆ
る
視
・
聴
・
嗅�

・
味
・
触
の
五
感
覚
）
と
「
第�

六
感
」（
五
感
を
超
え
る
も
の
）�

か
ら
得
る
生
々
し
い
情
報
が
加�

わ
る
こ
と
で
独
自
性
、
専
門
性�

を
も
つ
所
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ�

ー
ツ
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や�

職
人
さ
ん
の
修
行
の
よ
う
な
、�

ち
ょ
っ
と
さ
ぼ
る
と
錆
び
つ
い�

て
し
ま
い
そ
う
な
一
面
が
あ
り�

ま
す
。
私
は
心
理
学
者
で
は
な�

く
心
理
臨
床
家
で
あ
り
続
け
た�

い
と
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
か�

ら
、
率
直
な
反
応
を
返
し
て
も�

ら
え
る
こ
と
が
と
て
も
有
り
難�

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た�

ち
の
ま
っ
す
ぐ
に
見
て
く
れ
る�

目
に
ホ
ッ
と
し
た
の
は
、「
学
校�

で
　
何
か
　
や
っ
て
よ
い
　
ら�

し
い
」
「
や
れ
る
ら
し
い
」
と�

感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
か
ら
で
し�

た
。
実
際
に
は
難
題
は
さ
ま
ざ�

ま
あ
っ
た
も
の
の
、
陰
に
な
り�

日
向
に
な
り
協
力
し
て
下
さ
っ�

た
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に�

本
当
に
支
え
ら
れ
て
の
毎
日
で�

し
た
。�

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と�

し
て
の
仕
事
は
、
難
し
い
分
野�

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま�

す
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー�

で
あ
る
個
人
が
、
学
校
に
受
け�

入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
学
校�

と
い
か
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ�

ョ
ン
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
だ�

ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
代
弁
さ�

れ
る
所
が
あ
り
ま
す
。
異
な
る�

職
種
が
い
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
、�

持
て
る
も
の
が
ど
れ
だ
け
機
能�

し
、
教
育
と
連
動
で
き
る
レ
ベ�

ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
か
と
い�

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
孤
独
な�

戦
い
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。�

た
く
さ
ん
の
元
気
が
必
要
で
す
。�

　
「
毎
日
来
て
よ
」
と
言
っ
て�

く
れ
る
子
ど
も
、
折
に
触
れ
引�

き
立
て
て
く
だ
さ
る
校
長
先
生
、�

い
つ
も
（
当
時
の
）
高
速
艇
の�

港
ま
で
の
迎
え
や
、
帰
り
の
段�

取
り
を
し
て
く
だ
さ
る
用
務
員�

さ
ん
や
、
乗
り
遅
れ
た
船
を
追�

っ
て
津
名
港
や
時
に
は
岩
屋
ま�

で
も
送
り
届
け
て
下
さ
る
先
生�

方
、
相
談
室
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー�

の
机
上
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し�

て
い
た
だ
い
て
い
た
り
と
、
こ�

ん
な
心
遣
い
を
さ
り
げ
な
く
見�

せ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
人
を
元�

気
に
し
て
く
れ
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
で
、
不
登
校
で
引
き�

こ
も
り
は
じ
め
た
子
ど
も
の
保�

護
者
か
ら
、
『
見
守
っ
て
あ
げ�

て
く
だ
さ
い
』
と
言
わ
れ
た
こ�

と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
ん
な�

こ
と
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
」�

と
不
安
気
に
問
わ
れ
る
こ
と
が�

あ
り
ま
す
。
「
見
守
る
」
と
い�

う
こ
と
が
「
何
も
せ
ず
」
と
い�

う
こ
と
と
同
義
語
と
解
釈
な
さ�

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
私�

の
場
合
は
、
「
見
守
っ
て
く
だ�

さ
い
」
と
い
う
言
葉
は
余
り
使�

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。�

い
わ
ゆ
る
心
理（
職
）臭
く
て
？�

嫌
だ
か
ら
で
も
あ
る
の
で
す
が�

…
…
。
具
体
的
に
「
見
守
る
」�

の
内
容
を
お
話
し
て
分
か
っ
て�

い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
つ�

も
り
で
す
。「
見
守
る
」
と
「
存�

在
を
認
め
る
」
と
が
同
義
語
の�

よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
る
気
や�

元
気
は
「
存
在
」
あ
っ
て
の
こ�

と
で
す
。�

　
最
後
に
、
最
近
の
カ
ウ
ン
セ�

リ
ン
グ
ル
ー
ム
で
の
一
コ
マ
を�

ご
紹
介
し
ま
す
。�

　
中
学
校
の
昼
休
み
に
カ
ウ
ン�

セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
（
以
降
ル
ー�

ム
と
記
す
）
を
生
徒
に
開
放
し�

て
い
ま
す
。
常
連
と
な
っ
て
い�

る
子
ど
も
た
ち
も
お
り
ま
す
。�

何
が
面
白
い
の
か
と
不
思
議
そ�

う
に
し
て
い
る
子
ど
も
、
そ
れ�

で
も
ま
た
来
る
子
ど
も
、
見
渡�

し
て
す
ぐ
に
引
き
返
す
子
ど
も
、�

遠
巻
き
に
見
て
い
る
子
ど
も
等�

々
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。�

　
あ
た
ふ
た
と
職
員
室
で
昼
食�

を
済
ま
せ
て
戻
る
と
、
ル
ー
ム�

の
前
に
上
靴
が
い
っ
ぱ
い
の
時�

が
多
い
の
で
す
が
、
あ
る
時
、�

全
く
靴
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が�

あ
り
ま
し
た
。
「
ど
う
ぞ
」
と�

い
う
札
を
掛
け
忘
れ
て
い
た
の�

で
す
が
、
無
断
で
入
る
こ
と
は�

な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
あ�

る
時
、
昼
食
後
も
所
用
の
た
め
、�

な
か
な
か
ル
ー
ム
に
戻
れ
ず
、�

五
時
間
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま�

し
た
。
さ
ぞ
散
ら
か
っ
て
い
る�

こ
と
だ
ろ
う
と
戻
っ
て
み
る
と
、�

遊
ん
だ
跡
が
あ
る
の
で
す
が
、�

ち
ゃ
ん
と
片
づ
け
ら
れ
て
お
り�

ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
ル
ー�

ム
の
ル
ー
ル
が
定
着
し
て
い
る�

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。�

　
箱
庭
療
法
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の�

玩
具
の
棚
に
新
し
い
も
の
を
並�

べ
る
と
、
「
こ
れ
新
し
い
な
」�

と
気
づ
い
て
、
早
速
、
使
っ
て�

く
れ
る
子
ど
も
も
お
り
ま
す
。�

見
て
な
い
よ
う
で
見
て
い
ま
す
。�

よ
く
遊
び
に
来
て
く
れ
る
子
ど�

も
は
大
抵
、
箱
庭
の
玩
具
（
カ�

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
宝
物
）
を
次
第�

に
丁
寧
に
扱
う
よ
う
に
な
り
ま�

す
。
作
品
も
次
第
に
ま
と
ま
り�

を
見
せ
て
き
ま
す
。�

　
よ
く
来
る
子
ど
も
た
ち
と
ル�

ー
ム
以
外
の
場
所
で
会
う
と
、�

表
情
や
態
度
に
何
か
落
ち
着
き�

が
な
い
印
象
を
受
け
ま
す
。
ル�

ー
ム
で
見
る
表
情
の
良
さ
は
、�

不
適
応
状
態
に
陥
る
可
能
性
の�

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
、
週
一
度�

の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
役
に�

立
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
さ
せ�

て
く
れ
ま
す
。�

・
・�

・
　
・
・
　
・
・
・
・
・�

・
・
・
・
・�

・
・�

・
・
・�

青雲中学校での職員研修�



１３�

シ
リ
ー
ズ�

⑥

洲
本
狸
の
銘
々
伝
　
土
手
松
の
川
太
郎�

宇
山
口
の
宅
左
衛
門�

物部本村の阿弥陀堂�

頼母子講が行われていたと思われる三合橋�
のたもと（現在のリサイクルセンター「み�
つあい館」付近）�

洲本第三小学校下の「舞い込み」といわ�
れる深渕付近に、今も残っている石垣�
（２か所）�

六
月
は�

「
エ
イ
ズ
予
防
月
間
」�

　
　
　
　
　
　
で
す�

飼
い
主
さ
ん
、�

あ
な
た
は
大
丈
夫
？�

ほ
こ
ら�

ふ

か

み

�

た

の

も

し

こ

う

�

　
洲
本
の
城
下
町
は
、
千
草
川�

と
塩
屋
川
の
土
手
で
囲
ま
れ
て�

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
土
手�

の
上
に
は
松
が
植
え
ら
れ
、
そ�

の
松
が
年
を
経
て
見
事
な
古
木�

の
松
並
木
「
土
手
松
」
に
な
っ�

て
い
ま
し
た
。
城
下
町
を
「
松�

の
内
」
と
い
う
の
は
そ
の
た
め�

で
す
。
松
の
古
木
に
は
洞
が
あ�

り
、
地
上
数
メ
ー
ト
ル
の
深
い�

洞
は
、
山
か
ら
下
り
て
き
た
狸�

共
に
格
好
の
住
み
家
を
提
供
し�

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
土
手
松
に
は
「
川
太
郎
」
と�

い
う
狸
が
居
た
と
い
わ
れ
ま
す�

が
、
そ
れ
は
一
匹
の
狸
を
さ
し�

た
の
で
は
な
く
、
数
匹
の
仲
間�

で
し
か
も
、
間
形
山
に
近
い
山�

�

路
の
上
物
部
口
か
ら
寺
町
裏
の�

墓
地
に
か
け
て
棲
息
し
て
い
た�

よ
う
で
す
。�

　
そ
し
て
、
こ
の
狸
達
は
土
手�

を
守
り
、
川
を
き
れ
い
に
す
る�

こ
と
を
自
分
達
の
使
命
の
よ
う�

に
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。�

　
事
実
こ
の
土
手
が
切
れ
た
り�

破
壊
さ
れ
た
り
す
る
と
、
洲
本�

の
城
下
町
は
壊
滅
的
な
被
害
に�

見
舞
わ
れ
ま
す
。
狸
達
は
自
分�

達
を
川
太
郎
と
命
名
し
、
川
や�

土
手
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
千
草
川
が
洲
本
第
三
小
学
校�

の
下
で
大
き
く
迂
回
し
ま
す
。�

そ
こ
の
土
手
に
は
堅
固
な
石
垣�

が
積
ま
れ
、
そ
の
前
は
「
舞
い�

込
み
」
と
い
わ
れ
る
深
渕
に
な�

っ
て
い
ま
す
。
少
し
下
の
と
こ�

ろ
に
も
石
垣
が
築
か
れ
て
、
危�

険
場
所
が
標
示
さ
れ
て
い
ま
す
。�

近
所
の
子
供
達
は
、
土
手
や
川�

原
で
遊
ぶ
の
が
好
き
で
、
流
れ�

の
傍
で
石
を
積
ん
だ
り
、
流
れ�

を
せ
き
止
め
て
池
を
作
っ
た
り�

し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ�

で
も
川
太
郎
の
居
る
「
舞
い
込�

み
」
や
深
渕
に
は
近
づ
か
な
い�

し
、
ま
た
、
移
動
し
た
石
こ
ろ�

は
元
へ
戻
し
て
帰
り
ま
し
た
。�

　
土
手
の
向
こ
う
側
に
は
、
物�

部
本
村
の
阿
弥
陀
堂
が
あ
り
、�

そ
こ
の
夏
祭
は
、
土
手
の
祭
、�

川
の
祭
、
川
太
郎
の
祭
と
思
わ�

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
阿
弥
陀�

さ
ん
は
、
先
山
千
光
寺
直
轄
の�

御
堂
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、�

夏
祭
は
非
常
に
盛
大
で
洲
本
一�

の
夏
祭
で
し
た
。
洲
本
の
人
々�

の
川
や
土
手
松
を
大
切
に
す
る�

祈
り
が
結
集
し
た
お
祭
で
あ
っ�

た
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
宅
左
衛
門
は
、
洲
本
の
狸
共�

が
毎
日
毎
日
の
生
活
に
追
わ
れ
、�

物
資
の
貯
え
も
な
く
そ
の
日
暮�

ら
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
講
を�

結
ん
で
お
互
い
に
貯
え
、
困
っ�

た
時
に
融
通
し
合
う
頼
母
子
講�

を
す
す
め
ま
し
た
。�

　
前
記
の
柴
右
衛
門
を
は
じ
め
、�

武
左
衛
門
、
桝
右
衛
門
達
も
そ�

れ
に
賛
同
し
、
月
々
開
設
す
る�

講
会
に
は
洲
本
中
の
狸
は
も
ち�

ろ
ん
、
淡
路
各
地
の
狸
も
こ
れ�

に
参
加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま�

す
。�

　
今
で
い
え
ば
、
金
融
機
関
と�

し
て
の
「
狸
銀
行
」
が
で
き
た�

わ
け
で
、
宅
左
衛
門
は
そ
の
頭�

取
と
い
う
わ
け
で
す
。�

　
講
会
の
集
会
は
、
今
の
三
合�

橋
の
た
も
と
「
川
原
の
墓
地
」�

と
い
わ
れ
た
所
で
行
わ
れ
た
の�

で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ�

て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
武
　
田
　
清
　
市�

（
洲
本
市
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員
長
）�

　
洲
本
の
城
下
町
は
元
禄
以
後�

「
宇
山
口
」
と
い
う
出
入
口
を�

作
り
ま
し
た
。
即
ち
三
合
橋
と�

高
屋
橋
と
い
う
二
つ
の
橋
を
架�

け
た
の
で
す
。
宇
山
村
の
入
口�

高
屋
橋
の
近
所
に
御
霊
の
森
と�

い
う
小
さ
な
森
が
あ
り
、
そ
こ�

を
本
拠
と
し
て
、
宅
左
衛
門
と�

い
う
古
狸
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
兵
庫
県
で
は
、
エ
イ
ズ
予
防�

の
重
点
啓
発
の
時
期
と
し
て
六�

月
を
「
エ
イ
ズ
予
防
月
間
」
と�

し
て
い
ま
す
。�

　
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル�

ス
の
感
染
に
よ
っ
て
、
身
体
の�

抵
抗
力
（
免
疫
）
が
な
く
な
り
、�

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
カ
ポ
ジ�

肉
腫
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
に
か
か�

っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
感
染�

経
路
は
▽
性
的
接
触
（
精
液
、�

膣
分
泌
液
）
▽
血
液
感
染
▽
母�

子
感
染
（
子
宮
内
、
産
道
、
母�

乳
）
で
す
。�

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
や
エ
イ
ズ
に�

特
有
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
の�

で
、
症
状
だ
け
で
は
感
染
し
て�

い
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん�

の
で
、
血
液
検
査
が
必
要
で
す
。�

洲
本
保
健
所
で
は
、
プ
ラ
イ
バ�

シ
ー
に
配
慮
し
た
匿
名
で
の
無�

料
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
感�

染
し
て
い
て
も
検
査
結
果
が
陽�

性
に
な
る
に
は
約
三
か
月
か
か�

り
ま
す
）。�

■
と
　
き
　
▽
検
査
・
来
所
相�

��

談
　
毎
週
水
曜
日
、
午
前
十
〜�

正
午  

▽
電
話
相
談  

随
時
▽
二�

十
四
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ�

ス
（
☎
２
３
・
０
８
１
２
）�

�

　
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ�

る
苦
情
が
大
変
多
く
な
っ
て
い�

ま
す
。
放
し
飼
い
は
、
予
想
外�

の
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が�

あ
り
ま
す
。
「
う
ち
の
犬
は
人�

は
咬
ま
な
い
」
と
思
っ
て
い
て�

も
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
と
き
、�

ど
ん
な
犬
で
も
野
生
に
戻
り
ま�

す
。
つ
な
い
で
飼
う
こ
と
は
、�

犬
に
と
っ
て
も
安
心
な
こ
と
な�

の
で
す
。
飼
い
主
さ
ん
が
犬
好�

き
な
の
と
同
じ
位
、
犬
嫌
い
の�

人
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で�

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
の
フ
ン�

の
放
置
も
相
変
わ
ら
ず
の
状
態�

が
続
い
て
い
ま
す
。�

　
犬
を
飼
う
上
で
、
つ
な
い
で�

飼
う
こ
と
、
散
歩
中
の
フ
ン
を�

持
ち
帰
る
こ
と
は
、
一
番
基
礎�

的
な
マ
ナ
ー
で
す
。�

▼
詳
し
く
は
、洲
本
保
健
所（
☎

２
２
・
３
５
４
１
）
へ
。�

洲
本
保
健
所
か
ら
の
お
願
い�

洲
本
保
健
所
か
ら
の
お
願
い�



１４�

トライアングルが１周年イベント�

　障害者の社会参加を目指して昨年オープンした、福祉の店「トライアングル」が�

１周年を迎え、記念イベントが行われました。ふれあい喫茶コーナーのほか、各作�

業所の活動を紹介した写真展などが行われました。�

文録・慶長期の石垣が発見されました�
6月1日は「善意の日」�

　解体修理中の洲本城跡石垣の内�

側から、さらに古い石垣が発見さ�

れました。古い石垣は大手門北側�

修理現場の地表から１.５　下、石�

垣表面から１.５　内側で見つかり、�

石の積み方や傾斜角度から、脇坂�

氏が城主だった文録・慶長期のも�

のと見られています。市教育委員�

会では来年度に「洲本城跡保存管�

理計画」を作成、石垣の構造解明�

に取り組んでいきます。�

（写真は５月１３日に行われた現�

地説明会）�

　中川市長、浜端市議会議長らの由良総合福祉センタ�

ー訪問や老人クラブの皆さんによる清掃奉仕など「善�

意の日」（６月１日）を記念した行事が、市内で行わ�

れました。また、県が善行のあった皆さんに贈るのじ�

ぎく賞を、「内町を美しくしよう実行委員会（和田正�

孝会長）」が受賞、５月３１日、市役所会議室で伝達�

式が行われました。伝達を受けたのは同実行委員会の�

（写真右から）武田さん、井實さん、斎藤さん。�

浄 水 場 な ど を 見 学 �
　水道週間中の６月１�

日（木）～７日（水）、水の�

大切さを知ってもらお�

うと、市民の皆さんに�

水道施設を見学してい�

ただいたり、水道週間�

のポスターや習字の展�

示を行いました。�

「成美会」が環境庁長官表彰を受賞�

　由良成ヶ島での清掃活動や希少植物の保存活動などが評�
価され「成ヶ島を美しくする会」（為後鎰治・会長）が４�
月２９日、「みどりの日」自然環境功労者環境庁長官表彰�
を受賞しました。同表彰は昨年創設され、県内の個人、団�
体で受賞するのは同会が初めて（写真は、５月１４日エト�
ワール生石で行われた受賞報告会）。�

写真�
ニュース�

メー�
トル�

メー�
トル�



１５�

　鮎屋の萩原橋付近では、毎年５月下旬から６月上旬にかけて、�

ホタルの乱舞が見られます。同地域は豊かな自然が残っており、�

ホタルが生息するための条件を備えています。日没後、しばら�

くしてから飛び始め８時前後がピークとなります。�

　淡路花博ジャパンフローラが賑う中、洲本市でも「洲本市花の祭典」が、御食国横の多�

目的広場で５月２１日行われました。花の苗や種のプレゼントのほか、市内花き農家の皆�

さんによる花の販売などが行われました。�

大野分団・千草分団が優勝�

　消火作業の正確さやタイムを競う「洲本市消防団ポン�

プ操法大会」が６月４日、城戸アグリ公園で行われまし�

た。大野分団がポンプ自動車の部で、千草分団が小型ポ�

ンプの部で優勝しました。以下入賞分団は、ポンプ自動�

車の部、２位・千草分団、３位・潮分団、小型ポンプの�

部、２位・大野分団、３位・内町分団。�

7月2日は「とことん兵庫」の日�
　ＮＨＫ「おーい、ニ�

ッポン～今日はとこと�

ん兵庫県～」が７月２�

日ＢＳ２で午前１０時�

～午後７時（予定）ま�

で放送されます。お国�

自慢を発信する「１０�

００人メッセージ」な�

ど洲本市民も登場しま�

すので、ぜひご覧くだ�

さい。（写真は「１０�

００人メッセージ収録�

の様子）�

親 子 で ふ れ あ い を �

　子育て学習センターでは、子供を遊ばせながら子育ての情報�

交換や友達づくりをするプチトマトメイト（写真）など、親子�

のふれあいを目的に各種の事業を行っています。この度、３人�

から５人で、子供のために絵本やおやつを作ったりするグルー�

プや、親子で水泳を楽しむ「親子水泳教室」（６月２４日、７�

月８日）の参加者を募集しています。�

　詳しくは、子育て学習センター（☎２４・３３７４）へ。�

ホタルの乱舞が見られました�

▼
�



１６�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、�
広報にのっていたねと、�
ひと声かけてね。�

山中歯科医院�

山中公義歯科医師�

洲
本
港�

小
型
船
舶
係
留
施
設
の�

使

用

者

募

集
�

ハ
ワ
イ
島
高
校
生
ホ
ー
ム�

ス
テ
イ
参
加
者
募
集�

　
歯
の
抜
け
る
原
因
は
、
ケ
ガ�

が
一
三
　
、
虫
歯
が
三
七
　
、�

そ
し
て
歯
周
病
が
全
体
の
五
〇�

　
も
占
め
て
い
ま
す
。
「
歯
周�

病
な
ん
て
子
供
に
関
係
な
い
。」

と
思
わ
れ
る
お
母
さ
ん
が
多
い�

よ
う
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で�

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
幼
児�

期
か
ら
の
食
生
活
で
、
歯
と
歯�

ぐ
き
の
健
康
は
培
わ
れ
ま
す
。�

　
歯
に
よ
い
栄
養
素
は
ま
ず
カ�

ル
シ
ウ
ム
、
そ
の
吸
収
を
良
く�

す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
そ
し
て
フ�

ッ
素
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
で
す�

が
、
加
え
て
大
切
な
の
は
繊
維�

質
。
食
物
繊
維
が
た
っ
ぷ
り
含�

ま
れ
た
も
の
を
良
く
噛
む
こ
と�

で
、
歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
効�

果
を
も
た
ら
し
、
血
液
の
循
環�

を
良
く
し
ま
す
。
ま
た
、
だ
液�

の
分
泌
も
増
え
、
歯
垢
を
除
去�

す
る
自
浄
作
用
も
高
ま
っ
て
、�

歯
周
病
の
予
防
に
な
り
ま
す
。�

だ
か
ら
、
お
母
さ
ん
は
常
に
栄�

養
面
と
噛
む
こ
と
の
両
方
を
備�

え
た
お
料
理
を
つ
く
っ
て
、
き�

ち
ん
と
食
べ
る
工
夫
を
し
て
あ�

げ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。�

　
さ
ら
に
最
近
の
研
究
で
よ
く�

噛
む
こ
と
は
、
脳
の
発
達
に
も�

影
響
の
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ�

て
き
ま
し
た
。
噛
む
習
慣
作
り�

の
た
め
、
歯
ご
た
え
の
あ
る
食�

べ
物
、
食
べ
方
を
積
極
的
に
メ�

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い�

も
の
で
す
。
あ
ま
り
難
し
く
考�

え
ず
、
ち
ょ
っ
と
手
間
を
か
け�

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
例�

え
ば
お
や
つ
は
、
市
販
の
プ
リ�

ン
や
ゼ
リ
ー
も
お
皿
に
移
し
て
、

ビ
タ
ミ
ン
の
豊
富
な
果
物
を
カ�

ッ
ト
し
て
添
え
、
カ
ル
シ
ウ
ム�

た
っ
ぷ
り
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
か�

け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ま
ま
だ
と�

ツ
ル
ン
と
の
ど
に
流
し
込
ん
で�

し
ま
う
と
こ
ろ
に
、
栄
養
と
噛�

む
要
素
も
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
体
重
は
大
人
の
三
〇�

ぐ
ら
い
し
か
な
い
子
供
で
も
、�

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
タ
ン
パ
ク
質
は�

大
人
の
八
五
　
も
必
要
で
す
。�

三
度
の
食
事
だ
け
で
供
給
す
る�

の
は
と
て
も
無
理
。
小
さ
い
子�

供
の
栄
養
補
給
源
と
し
て
、
も�

っ
と
お
や
つ
は
見
直
さ
れ
る
べ�

き
で
す
。
虫
歯
を
気
に
す
る
あ�

ま
り
極
端
に
お
や
つ
を
制
限
す�

る
と
、
か
え
っ
て
歯
に
栄
養
が�

届
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
以
上
幼
児
期
の
食
生
活
に
お�

い
て
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ�

ま
し
た
が
、
子
供
の
歯
を
丈
夫�

な
歯
に
す
る
た
め
に
は
、
お
母�

さ
ん
の
妊
娠
中
の
栄
養
が
も
っ�

と
も
大
切
で
す
。
そ
の
後
、
歯�

の
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
食�

習
慣
を
身
に
つ
け
て
あ
げ
ま
し�

ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
食
習
慣
だ
け�

で
は
な
く
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が�

大
切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ�

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン�

グ
の
習
慣
も
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ�

か
ら
楽
し
く
自
然
に
身
に
つ
く�

よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で�

す
。�

〜
幼
児
期
か
ら
の
歯
周
病
予
防
〜�

歯
周
病
の
予
防
は
、幼
児
期
の
食
生
活
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す�

　
洲
本
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

国
際
友
好
親
善
と
青
少
年
の
国�

際
感
覚
を
高
め
る
た
め
、
ハ
ワ�

イ
島
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参�

加
す
る
高
校
生
を
募
集
し
ま
す
。�

■
と
　
き
　
八
月
十
七
日
　
〜

　
二
十
三
日
　
（
こ
の
う
ち
三

　
日
間
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
）�

■
と
こ
ろ
　
ア
メ
リ
カ
ハ
ワ
イ�

　
州
ハ
ワ
イ
島
、
オ
ア
フ
島�

■
対
　
象
　
市
内
在
住
の
高
校�

　
生
十
人
程
度�

■
費
　
用
　
参
加
者
負
担
金
、�

　
八
万
円�

■
申
　
込
　
六
月
二
十
七
日
　

　
〜
七
月
十
日
　
ま
で�

▼
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
、

同
協
会
事
務
局
（
市
役
所
企
画�

部
企
画
課
内
☎
２
２
・
３
３
２

１
）
へ
。�

◆
募
集
施
設
数
　
四
隻
分�

◆
係
留
で
き
る
船
舶
（
す
べ
て�

　
の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
が

　
必
要
）�

▽
長
さ
十
二
　
未
満
、
幅
二
・�

　
五
　
未
満
、
吃
水
マ
イ
ナ
ス�

　
二
　
未
満
の
船
舶�

▽
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
プ
レ
ジ
ャ�

　
ー
ボ
ー
ト
（
ヨ
ッ
ト
は
除
き�

　
ま
す
）�

▽
船
舶
検
査
証
書
の
有
効
期
限�

　
が
満
了
し
て
い
な
い
船
舶�

▽
漁
船
法
の
登
録
を
受
け
て
い�

　
な
い
船
舶�

◆
使
用
料
金
　
一
月
あ
た
り
、�

　
五
千
百
円�

◆
募
集
期
間
　
六
月
三
十
日�

　
か
ら
七
月
六
日
　 
ま
で
の
、

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
土
、

　
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）
。�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、�

　
市
役
所
都
市
整
備
部
管
理
課�

（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内
線
３�

　
４
０
）
へ
。�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

（月）�

（火）�

（水）�

（木）�

（金）�

（木）�

か�



火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

１７�

◆
作
り
方�

①
れ
ん
こ
ん
は
、
皮
を
む
き
、�

　
乱
切
り
に
し
、
水
に
さ
ら
す
。�

　
赤
と
う
が
ら
し
は
、
小
口
切�

　
り
に
す
る
。�

②
豚
肉
を
三
　
に
切
り
、
サ
ラ�

　
ダ
油
で
炒
め
る
。�

③
れ
ん
こ
ん
を
加
え
て
炒
め
、�

　
Ａ
を
加
え
、ふ
た
を
し
て
煮
る
。�

　
ぐ
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を�

　
熱
し
流
し
入
れ
、
ゆ
っ
く
り�

　
混
ぜ
、
ふ
わ
っ
と
焼
き
、
皿�

　
に
と
る
。�

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ミ
ッ
ク
ス
ベ�

　
ジ
タ
ブ
ル
と
Ｂ
を
熱
し
、
か�

　
た
く
り
の
水
ど
き
で
、
と
ろ�

　
み
を
つ
け
卵
に
か
け
る
。�

マ

ネ

コ

ガ

ネ

�

２２０�

８２�

葉を食べるマネコガネ�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

２�
１�

２�
１�

ふ
わ
ふ
わ
卵�

栄 養 士　川　口　睦　子�

Ａ�

◆材料（４人分)�
れんこん　　　　１節�

豚肉　　　　１５０�

みりん　　　大さじ１�

酒　　　　　大さじ１�

しょうゆ　　大さじ２�

赤とうがらし　　１本�

セ
ン�

チ�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

Ｂ�

Ａ�

◆材料（４人分)�
卵　　　　　　　４個�
牛乳　　　　大さじ２�
塩・こしょう�
ミックスベジタブル　冷凍100�
水　　　　　カップ�
ケチャップ　 大さじ３�
ウスターソース　大さじ�
かたくり粉�

　
由
良
・
生
石
研
究
村
運
営
協�

議
会
で
は
、
自
然
環
境
と
人
間�

の
か
か
わ
り
方
を
探
る
シ
リ
ー�

ズ
セ
ミ
ナ
ー
「
環
境
と
人
間
」�

を
展
開
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご�

参
加
く
だ
さ
い
。�

■
期
　
間
　
十
二
年
六
月
〜
十�

　
三
年
三
月
ま
で（
七
回
実
施
）�

■
と
こ
ろ
　
エ
ト
ワ
ー
ル
生
石�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
部�

企
画
課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）

へ
。�

　
児
童
手
当
を
支
給
す
る
対
象�

年
齢
が
六
月
一
日
よ
り
、
三
歳�

未
満
か
ら
満
六
歳
に
な
っ
て
か�

ら
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
新
た
に
対
象
と
な
る
人�

に
は
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
申�

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
支
給
要
件
や
所
得
制
限
は
、�

従
来
ど
お
り
で
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
部
福�

祉
課
母
子
児
童
係
（
健
康
福
祉�

館
内
、
☎
２
２
・
３
３
２
１
内�

線
５
１
０
）
へ
。�

　
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験�

（
高
校
卒
業
程
度
）
が
次
の
と�

お
り
行
わ
れ
ま
す
。�

■
職
　
種
　
行
政
職
、
技
術
職
、

　
郵
政
職
、
税
務
職�

■
受
付
期
間
　
六
月
二
十
一
日�

　
（水）
〜
六
月
二
十
八
日
（水）�

■
第
一
次
試
験
日
　
九
月
三
日�

　
（日）�

▼
詳
し
く
は
、
人
事
院
近
畿
事�

務
局
（
☎
０
６
・
６
９
４
１
・�

２
１
２
１
）
へ
。�

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
住
宅�

ロ
ー
ン
の
返
済
が
困
難
な
人
に�

対
し
て
、
返
済
方
法
の
変
更
な�

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

ま
た
、
返
済
に
つ
い
て
の
相
談�

窓
口
が
、
各
金
融
機
関
の
主
要�

店
舗
や
住
宅
金
融
公
庫
大
阪
支�

店
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

返
済
に
不
安
を
感
じ
ら
れ
て
い�

る
人
は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ�

さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫�

大
阪
支
店
（
☎
０
６
・
６
２
８�

１
・
９
５
６
９
）
へ
。�

児
童
手
当
の
対
象�

年
齢
が
拡
大
さ
れ�

ま
し
た�

�

国
家
公
務
員（
Ⅲ
種
）�

試
　
験
　
案
　
内�

�

由
良
シ
リ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー�

「
環
境
と
人
間
」�

　
　
　
　
受
講
生
募
集�

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
で�

お
困
り
の
人
は�

相
　
談
　
を�

�

れ
ん
こ
ん
と
豚
肉
の�

カ
リ
カ
ル
炒
め�

�

◆
作
り
方�

①
卵
は
牛
乳
と
Ａ
を
加
え
て
ほ�

　
マ
ネ
コ
ガ
ネ
は
体
長
一
　
前�

後
で
体
は
黒
緑
色
、
羽
は
黄
褐�

色
で
金
属
光
沢
が
あ
り
ま
す
。�

成
虫
は
五
月
頃
か
ら
現
れ
て
十

月
頃
ま
で
見
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
植
物
の
葉
を
食
べ
ま
す
。�

　
幼
虫
は
白
色
の
円
筒
形
で
、�

頭
部
と
脚
は
黄
褐
色
、
成
熟
す�

る
と
二
　
ほ
ど
に
な
り
、
土
中�

で
草
や
木
の
根
を
食
べ
ま
す
。�

　
外
国
か
ら
渡
来
し
て
、
日
本�

で
害
虫
と
な
っ
て
い
る
も
の
は�

多
い
の
で
す
が
、
マ
メ
コ
ガ
ネ�

は
逆
で
す
。
明
治
時
代
の
末
に�

幼
虫
が
植
物
の
根
に
つ
い
て
、�

北
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
の
で
す
。

　
日
本
で
は
あ
ま
り
農
作
物
に

つ
か
な
い
の
に
、
ア
メ
リ
カ
で�

は
大
豆
な
ど
の
豆
科
植
物
や
、�

ブ
ド
ウ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の�

農
作
物
を
食
い
荒
ら
し
、
『
ジ�

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
』�

と
呼
ば
れ
て
、
悪
名
高
い
大
害�

虫
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

セ
ン�

チ�

セ
ン�

チ�

●7月は「社会を明るくする運動」�
　強調月間です�

犯罪の防止と罪を犯した人たちの更正について理解を深め、みんなで�
力を合わせ、犯罪のない明るい社会を築きましょう。�



広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域７ヵ店�

わが家の　 ホ ー プ�

１８�

重点項目　　高齢者の交通事故防止�
　　　　　　安全速度の励行�

　　　　　　シートベルト、チャイルドシート着用の徹底�

　毎月１５日は、シートベルト、チャイルドシート着用啓発強化の日で�

す。夜間外出には、反射材を活用しましょう。�

　神戸～但馬・湯村間でヘリコミューターが運行して�

います。所要時間は約３０分。�

空からの雄大な景色を�

お楽しみください。�

■料　金�

　神戸～但馬　片道11,000円�

　　　　　　　（小人5,500円）　�

　神戸～湯村　片道12,000円（小人6,000円）�  �

　定期便は土、日曜日（臨時便も運行可能）�

　詳しくは、（財）兵庫県自治協会（☎０７８・３６１・１７１４）へ。�

　兵庫県では、目の不自由な人のために、点字広報誌「広報ひょうご」、�

声の広報「愛の小箱」を配布しています。�

　詳しくは、兵庫県広報課（☎０７８・３６２・３０１９）へ。�

■と　き　７月８日、９日、１２日、１５、１６日�

■ところ　洲本実業高校�

■費　用　５，０００円（テキスト代含む）�

■締　切　６月２６日（月）�

　申し込みなど詳しくは、洲本実業高校（☎２２・１２４０）へ。�

私たちの街は私たちの街は�
私たちの手で美しく私たちの手で美しく�

7月2日は�
全島一斉清掃の日�

■市民税県民税�

　　第１期�

■納　　期�

　　６月３０日（金）�

■納税は、便利な口座振�

　替をご利用ください。�

　洲本市総務部税務課�

　県警では、犯罪の被害にあい悩んでいる人�

が相談出来るよう各種の相談窓口を開設して�

います。�

＜性犯罪被害の相談＞�
性犯罪被害110番・レディースサポートライン�

　女性警察官が応対します�

　☎０７８・３５１・０１１０�
　（土、日、祝日を除く午前９時～午後５時）�

＜警察への意見・要望＞�
県警なんでも相談�

　☎０７８・３６１・２１１０�
　プッシュ式短縮・携帯電話・ＰＨＳは�

　＃９１１０　�

　（土、日、祝日を除く午前９時～午後５時�

　３０分）�

　Fax０７８・３４１・２１１０�

＜少年の悩みごと相談＞�
少年相談・ヤングトーク�

　☎０１２０・７８６・１０９�
　（土、日、祝日を除く午前９時～午後５時３０分）�

　Fax０７８・３５１・７８２９�

＜暴力団についての相談＞�
暴力追放１１０番・ヤクザゼロ�

　☎０１２０・２０・８９３０�
＜悪質商法の相談＞�
悪質商法１１０番�

　☎０７８・３７１・９１１０�

今月の納税�

みんなそろってみんなそろって�
　参加しましょう　参加しましょう�

私たちの街は�
私たちの手で美しく�

7月2日は�
全島一斉清掃の日�

みんなそろって�
　参加しましょう�

あなたをサポートします�

夏の交通事故防止運動�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

今年の夏はヘリで但馬へひとっとび！�

点字広報・声の広報を配布します�

洲実コミュニティカレッジ（パソコン講座）�

7月15
日（土）

～31日
（月）

�

▽
�

▽
�

▽
�

▼
�

▼
�

▼
�

受 講 生 募 集 �

～県警から被害者相談窓口のご案内～�

平成１１年度中の個人情報保護制度の請求については、ありませんでした。�
市個人情報保護条例第３２条の規定により公表します。�

元気いっぱい、にこにこあやかで、お友達たく
さんつくってね。母：由紀子さん

●個人情報保護制度運用状況について�

あ　や　か

露 原 彩 華 ちゃん�
（平成9年10月10日生まれ）�

（栄町）

一般社
会人対

象�



１９� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

ママメイト�
いのちって何だ　毎月第１～４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　６月２７日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　８月１５日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　７月１１日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　８月１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

２歳児健康相談　６月２２日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�

　者（Ｈ１０．６月生まれ）には案�

　内、問診票などを送付します。�

乳幼児相談　７月１４日（金）、午前９�
　時３０分～１１時３０分�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分�

　フッ素塗布を同時に行います（予�

　約が必要、料金１，４８０円）。�

�
�
成人健康相談　７月３日（月）、午後１�
　時３０分～３時�

�
�
成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など・予約が必要）�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�
　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など。�

　奇数月は第２火曜日のみ）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

　６月、７月の乳幼児健康審査を次�

のとおり行います。対象者には問診�

票などを送付しますので、母子手帳�

を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。７月�

　５日（水）、７月１９日（水）、（受付・市�

　役所市民相談係で電話による予約�

　受付けをしています☎２２・３３�

　２１）総合福祉会館で。�

行政相談　７月５日（水）、午後１時１５�

　分～（受付・午後１時３０分まで）�

　総合福祉会館で。�

社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

　時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

６月１５日（木）�

６月２３日（金）�

７月６日（木）�

７月１３日（木）�

７月２１日（木）�

７月２８日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１１年８月生�

�

�

Ｈ１０年１１月生�

�

�

�

Ｈ１０年１２月生�

Ｈ１２年２月生�

�

�

�

Ｈ１２年３月生�

�

�

�

Ｈ９年４月生�

�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎２４・４８３０　青雲中学校前）へ。�▼

　
山
の
木
々
は
ず
い
ぶ
ん
と
色�

濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
植�

え
ら
れ
た
ば
か
り
の
水
田
の
苗�

は
、
ま
だ
頼
り
な
げ
な
み
ど
り�

色
で
初
夏
の
風
に
そ
よ
い
で
い�

ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
の
強
い
日�

差
し
を
受
け
、
稔
り
の
秋
に
は�

黄
金
色
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
こ�

と
で
し
ょ
う
◆
毎
年
五
月
下
旬�

に
な
る
と
、小
嶋
勝
治
さ
ん（
鮎�

屋
）
か
ら
ホ
タ
ル
の
便
り
が
届�

け
ら
れ
ま
す
（
十
五
　
参
照
）。�

ホ
タ
ル
が
光
を
点
滅
さ
せ
る
の�

は
、
草
の
上
で
待
つ
雌
に
雄
が�

飛
び
回
っ
て
自
己
ア
ピ
ー
ル
す�

る
愛
の
表
現
だ
そ
う
で
す
。
ホ�

タ
ル
も
人
間
（
？
）
も
男
は
大�

変
な
ん
で
す
ね
ぇ
。
残
念
な
が�

ら
こ
の
広
報
が
届
く
こ
ろ
に
は�

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
ピ
ー
ク
は�

過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん�

が
、
ぜ
ひ
、
来
年
で
も
ご
覧
く�

だ
さ
い
◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
ー
い
ニ�

ッ
ポ
ン
」
千
人
メ
ッ
セ
ー
ジ
で�

の
一
人
の
持
ち
時
間
は
、
な
ん�

と
五
秒
。
こ
の
あ
っ
と
い
う
間�

に
何
が
で
き
る
の
か
不
安
で
し�

た
が
、
多
く
は
無
理
で
も
大
切�

な
思
い
、
一
番
伝
え
た
い
思
い�

は
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を�

知
り
ま
し
た
◆
私
も
広
報
担
当�

者
と
し
て
、
伝
え
る
技
術
の
大�

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
Ｔ
）�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

胃がん検診　７月５日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�

２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�

　～（料金１５，５８０円、申込・洲�

　本保健所へ）洲本市民で国民健康�

　保険に加入し３０歳以上の人に�

　８，０００円、社会保険などの加入�

　者で４０歳以上の人に５，０００円の�

　助成があります。（ただし１年度�

　１回限り）　　�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎月第３水曜日、午後�

　１時～３時、青少年センター（☎

　２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日・午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日・午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�

　～午後５時３０分、淡路県民局�

　（　　０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。　　�

　　　　 出張おはなし会�

　来月７月から、出張おはなし会を�

行います。主に幼児向けの絵本の読�

み聞かせや、手遊びなどを中心に行�

う予定ですので、興味のある方はぜ�

ひご参加ください。�

１．日時　７月１３日（木）�

　　　　　午後３時より�

２．場所　健康福祉館�

　　　　　２階　保健センター�

�

　　　　 おりがみ教室�

１．日時　６月２４日（土）�

　　　　　午後３時より�

２．場所　児童室�

３．対象　４歳以上�

　　　（小学生以下の方については�

　　　　保護者同伴が望ましい）�

※参加したい方は前日までに図書館�

児童カウンターで申し込んでくださ�

い。�

�

　　　　 お は な し 会�

１．日時　６月２４日（土）�

　　　　　７月　８日（土）�

　　　　　いずれも午後２時より�

２．場所　児童室　おはなしのへや�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

ペ
ー�

ジ�



２０�

　候補者の顔写真や経歴、政見など�

を掲載した選挙公報を発行します。�

７月１２日ごろに新聞折り込み（朝日、�

毎日、産経、神戸、読売の各新聞）�

で、皆さんの家庭へお届けします。�

また、市役所、由良支所、上灘出張�

所、各公民館などにも置いておきま�

す。�

�

�

　昭和５５年７月１７日までに生ま�

れた人で、本年４月８日以前から引�

き続き洲本市に住所のある人。�

�

�

　薄い水色の用紙で市長の投票、続�

いて薄いピンク色の用紙で市議会議�

員の投票をしてください。�

�

選挙公報�

6月25日（日）　投票日�
午前7時～午後8時�

　衆議院議員総選挙の投票日は６月２５日で

す。投票は、「小選挙区選挙」と「比例代表

選挙」の２つの選挙があります。また、最高

裁判所裁判官国民審査も併せて行われます。�

みんなそろって投票しましょう。不在者投票

は６月２４日までで、投票場所、時間などは

市長・市議会議員選挙と同じです。また、選

挙公報も新聞折り込みで、皆さんの家庭にお

届けします。�

衆議院議員総選挙�

　緑ヶ丘町内会の有権者の人は、投�

票所が第三幼稚園からスポーツセン�

ターに変わります。�

�

�

　投票日当日、仕事や旅行などの予�

定のある人は、７月９日か�

ら１５日まで不在者投票が�

できます。場所は、　市役�

所　　由良支所（由良地区�

の人）　上灘出張所（上灘�

地区の人）で、時間は午前８�

時３０分から午後８時まで�

（由良、上灘は午後５時まで）。�

　また、不在者投票をされ�

る人は入場券をご持参くだ�

さい（なくても本人の確認�

ができれば投票できます）。�

印鑑は不要です。�

　開票は午後９時１５分からスポー�

ツセンターで、市長・市議会議員選�

挙同時に行います。なおケーブルテ�

レビでは、午後１０時から開票状況�

を開票終了まで放送します。�

　詳しくは、市選挙管理委員会�

（☎２２・３３２１内線３０５）へ。�

投票できる人�

投票の順序と用紙の色�

投票所の変更�

不在者投票�

開　　票�

▽
�

▽
�

▽
�

ケーブルテレビでは開票状況を放送�

▼
�

　私たちにとって、一番身近な市長・市�

議会議員選挙が７月１６日に行われます。�

この選挙はこれからの４年間、洲本市政�

をゆだねる大切な選挙です。棄権しない�

よう、みんなそろって投票しましょう。�


